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田
中
内
閣
成
立
以
来
の
異
常
な
イ
ン
フ
レ
物
価
高
に
よ
つ
て
、
国
民
の
生
活
は
重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い 

る
。
こ
の
二
年
間
に
、
卸
売
物
価
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
消
費
者
物
価
は
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
暴
騰

し
て
お
り
、
こ
の
物
価
の
高
騰
を
抑
え
る
こ
と
が
国
民
生
活
擁
護
の
最
重
点
課
題
で
あ
る
。
当
面
の
緊
急
物
価
対

策
と
し
て
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
明
確
な
回
答
を
求
め
た
い
。 

一 

政
府
は
総
需
要
抑
制
を
物
価
安
定
の
基
本
政
策
に
す
え
、
今
後
も
堅
持
す
る
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い 

る
。
し
か
し
、
総
需
要
抑
制
は
、
我
が
国
の
経
済
・
産
業
構
造
の
転
換
政
策
を
伴
わ
な
い
限
り
、
そ
の
弊
害
を

中
小
零
細
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
的
弱
者
層
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 
従
つ
て
、
い
ま
や
、
総
需
要
抑
制
と
い
つ
た
一
般
的
政
策
か
ら
、
個
別
的
、
選
別
的
需
要
抑
制
に
転
換
し
、

生
活
必
需
物
資
の
安
定
的
で
低
廉
な
供
給
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
本
四
架
橋
、
高
速
鉄
道
な
ど
不
要
不
急
の 

政
府
の
緊
急
物
価
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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三 

六
月
一
日
か
ら
平
均
五
十
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
値
上
げ
さ
れ
た
電
力
料
金
を
は
じ
め
、
新
聞
代
、
私
鉄
運
賃

等
の
各
種
公
共
料
金
値
上
げ
は
、
物
価
高
騰
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
十
月
一
日
か
ら
は
国
鉄
運

賃
、
消
費
者
米
価
の
引
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
国
鉄
運
賃
、
消
費
者
米
価
の
値
上
げ
半
年
延
期 

二 

勤
労
国
民
が
イ
ン
フ
レ
物
価
高
に
苦
し
ん
で
い
る
一
方
で
、
大
企
業
・
大
商
社
は
膨
大
な
利
益
を
あ
げ
、
こ

の
た
め
、
企
業
悪
と
の
厳
し
い
指
弾
の
声
も
出
て
き
て
い
る
。
企
業
の
無
節
度
、
横
暴
な
利
潤
追
求
を
抑
え
、

経
済
の
民
主
化
を
実
現
す
る
に
は
、
独
占
禁
止
法
の
改
正
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
高
度
に
独
占
化
、
寡
占
化
の

進
ん
だ
我
が
国
経
済
に
お
い
て
は
、
巨
大
企
業
の
分
割
、
価
格
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
価
格
の
値
下
げ
命
令
権
、

更
に
、
金
融
会
社
、
総
合
商
社
の
株
式
の
取
得
・
保
有
の
制
限
強
化
な
ど
を
骨
子
に
し
て
現
行
独
占
禁
止
法
を

改
正
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
方
針
と
決
意
を
伺
い
た
い
。 

需
要
を
抑
え
る
こ
と
が
、
今
日
緊
切
な
課
題
と
な
つ
て
い
る
高
度
経
済
成
長
路
線
か
ら
の
脱
却
と
産
業
構
造
転

換
の
た
め
の

槓
杆

こ
う
か
ん

と
な
り
う
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
聞
き
た
い
。 

四 

 



 

四 

今
年
度
一
兆
四
千
五
百
億
円
の
所
得
税
減
税
も
名
目
だ
け
の
賃
上
げ
と
物
価
高
の
中
で
、
実
質
増
税
と
な
つ

て
い
る
。
当
初
指
摘
し
た
重
役
減
税
、
高
額
所
得
者
減
税
の
矛
盾
が
一
層
明
白
に
な
り
、
社
会
的
不
公
正
、
不

平
等
は
拡
大
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
下
の
実
質
増
税
を
救
済
し
、
税
制
の
所
得
再
分
配
機
能
の
強
化
こ
そ
早
急

な
税
制
改
革
の
課
題
で
あ
る
。
国
民
的
税
制
改
革
を
展
望
す
る
中
で
、
さ
し
あ
た
り
、
生
活
費
非
課
税
の
原
則 

政
府
は
、
三
十
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
生
産
者
米
価
の
引
上
げ
を
口
実
に
大
幅
な
消
費
者
米
価
の
引
上
げ
を

も
く
ろ
み
、
大
平
大
蔵
大
臣
の
「
消
費
者
米
価
引
上
げ
は
総
需
要
抑
制
に
も
適
う
」
と
の
不
穏
当
な
発
言
も
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
当
面
、
国
鉄
運
賃
、
消
費
者
米
価
の
値
上
げ
を
中
止
し
、
併
せ
て
、
す
べ
て
の
公
共
料
金
の
値

上
げ
を
中
止
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
国
民
生
活
の
実
情
を
無
視
し
た
大
蔵
大
臣
の
発
言
の
真
意
を
明
ら

か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

に
当
た
つ
て
、
値
上
げ
は
物
価
の
動
向
を
み
て
判
断
す
る
と
言
明
し
て
い
た
が
、
現
在
の
物
価
は
値
上
げ
を
容

認
で
き
る
情
勢
で
は
な
い
。 
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五 

政
府
は
、
六
月
一
日
か
ら
、
生
活
保
護
基
準
、
社
会
福
祉
施
設
の
措
置
費
及
び
失
対
賃
金
に
つ
い
て
、
対
前

年
度
比
で
六
パ
ー
セ
ン
ト
分
を
当
初
予
算
に
上
乗
せ
し
た
。
こ
れ
は
、
本
年
三
月
、
四
月
期
の
消
費
者
物
価
上

昇
に
対
応
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
物
価
上
昇
に
対
応
す
る
引
上
げ
措
置
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
行
政
権
限
で
取
り
得
る
措
置
の
外
、
各
種
の
公
的
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
現
金
給
付
に 

に
立
つ
て
四
人
家
族
年
収
二
百
三
十
五
万
円
ま
で
無
税
と
な
る
よ
う
年
内
に
税
額
控
除
方
式
に
よ
る
一
律
五
万

円
程
度
の
所
得
税
減
税
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
実
質
増
税
に
よ
る
自
然
増
収
は
今
年
度
一
兆
円
を
大
き
く
上

回
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 

政
府
の
「
年
度
内
減
税
は
行
わ
な
い
」
と
の
方
針
は
、
勤
労
国
民
の
イ
ン
フ
レ
収
奪
の
苦
し
み
を
無
視
し
、
救

済
の
手
段
を
放
棄
す
る
悪
政
と
考
え
る
。
年
内
減
税
実
施
の
意
思
が
あ
り
や
い
な
や
尋
ね
た
い
。
ま
た
、
イ
ン

フ
レ
で
目
減
り
す
る
勤
労
国
民
の
零
細
預
貯
金
保
護
の
た
め
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
預
金
金
利
を
設
け
る
考
え

は
な
い
か
伺
い
た
い
。 

六 

 



 

 

七 

つ
い
て
も
、
速
や
か
に
法
改
正
を
行
い
、
イ
ン
フ
レ
か
ら
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
を
守
る
た
め
、
最
善
を
尽
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
考
え
を
聞
き
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


